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１ 目的 

１９８７年に「社会福祉士および介護福祉士法」が制定され、介護福祉士が身に付けておかなけ

ればならない知識の一つとして「レクリエーション指導法」が介護福祉士養成課程の必須科目とし

て位置づけられた。２０００年には「レクリエーション指導法」から「レクリエーション活動援助

法」に名称変更され実施されてきた。しかし、２００９年の介護福祉士養成課程の改正により、科

目「レクリエーション活動援助法」の名称が削除された。また訪問介護員養成研修２級課程におい

ても、科目「レクリエーションに関する演習」が設けられていたが、介護職員初任者研修に変わる

際、カリキュラムが見直され、この演習科目名も削除された。 

しかし、筆者が常任理事等を務める愛知県レクリエーション協会や長久手市レクリエーション協

会が主催する「福祉レクリエーション講習会」や「福祉レクリエーションセミナー」には、多くの

介護職員の参加があり、レクリエーション実技習得のニーズの高さを実感する機会となっている。 

また、２０１４年６月２日に岐阜県立関有知高等学校で高校生向けのレクリエーション講習会の

講師を担当したことを機に２０１４年７月２８日に岐阜県教育委員会教育研修課総合教育センター

が高等学校福祉科ならびに家庭科の教員を対象に実施した研修講座「教科指導講座 高 生活産業

（専門性向上）～実技指導を学び実技に強い教員になる！～」に講師として招かれた。このことを

きっかけに、その後、この講座を受講した教員が勤務する高等学校から生徒に対して、授業の一環

としての「レクリエーションの実技指導」を依頼されるようになった。特に福祉科の生徒に指導す

る際の目的は、生徒が参加する福祉施設での実習の際、レクリエーションの時間を担当する機会が

多いことから、それに向けた事前学習としておこなうものであった。このことから生徒が将来関わ

りをもつ入所者や利用者の状態、施設の方針等にもよるが、介護現場においてレクリエーションへ

の期待やレクリエーションを活用する機会があるものと推測される。 

本稿は２０１４年度～２０１７年度に福祉科や家庭科を置く高等学校とそれに関連する団体で実

施したレクリエーション指導の内容をまとめ、今後のレクリエーション教育を考える上での資料と

することを目的とする。 

 

２ 実施概要 

２０１４年度から２０１７年度に筆者が指導をおこなったのは、岐阜県内５つの高等学校ならび

に２つの高等学校の部活動が所属する団体である（表１）。高等学校内で実施の場合は、指導時間は

２コマ（５０分×２、１０分休憩）が基本となっている。会場はスクール形式に机と椅子を並べた

実習室を使用した。団体向けの指導の場合は、講演会形式（実技含む）を基本としているため指導

時間は概ね１時間となっている。会場は文化ホールを使用するため、舞台から観客席に向かって指

導した（演台は使用しない）。また高等学校内、講演会のいずれの場合も資料をスクリーンに投影す

ることはしていない。 

指導対象は生徒だが、授業内であれば高等学校の教員、講演会では部顧問や関連団体の役員等も

受講することになる。 
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表１ 高等学校におけるレクリエーション指導概要 

 

 

３ 指導内容 

（１）時間配分 

 高等学校内において授業２コマで実施する場合、冒頭（１０分程度）を「レリエーションとは」

と題して講話をおこなう。１コマ目（４０分程度）は筆者と生徒が向かい合う形での実技を中心に

体験学習する。１０分間の休憩をはさみ、２コマ目（４０～４５分）は生徒同士２人組や４人組、

あるいは教室内に散在しておこなう実技を体験学習する。そして２コマ目の終わり際（５～１０分）

にまとめの話をおこなう。なお体験学習中、合間、合間にポイントを説明しながら進行する。 

 団体を対象とした講演会形式における１時間程度の場合、冒頭（５分程度）「レクリエーションに

ついて」の簡単な解説を行った後、「つかみ」としての導入に適したゲーム（１０分程度）をおこな

う。残りの時間（４０分程度）は、いくつかの交流ゲームを体験学習し、最後（５分程度）にまと

めの話をおこなう。この形式の場合、生徒同士の交流を促進するためゲームについての説明はほと

んどおこなわない。 

 

（２）指導のポイント 

 特に生徒に伝えたこと 

 ・レクリエーションとは・・・・・レクリエーションの本質 

生活のレクリエーション化とレクリエーションの生活化 

 ・安全第一・・・・・・・・・・・気配り、目配り、危険予知予測 

 ・目的や目標の設定・・・・・・・このレクリエーションで相手にどうなってほしいのか 

 ・対象者の理解・・・・・・・・・履歴や既往歴、ニーズなど相手を理解しようとする姿勢 

・アレンジする力・・・・・・・・発想を変える、ルールを変える、用具や場所を変える 

 ・レクリエーションは手段・・・・手段が目的にならないように。目的や目標を見失わない 

・人間的な魅力の大切さ・・・・・まず相手から信用、信頼されること 

                 知識・技術・心の3つのバランス＋知恵 

 

通番 指導実施日時 テーマ 高等学校名等 対象者

1 2014年8月11日 対象に合わせたレク・ワーク体験
岐阜県高等学校家庭科クラブ連盟
（担当校：海津明誠高等学校）

高校1～3年生
200人

11時10分～12時10分 ねらい：家庭生活に役立つ知識・技能を体得する。

2 2014年10月7日 介護予防体操・レクリエーション 岐阜県立関有知高等学校
福祉科3年生
19人

10時50分～12時40名 ねらい：実習中のレクリエーションの実施に役立てる。

3 2015年7月7日
レクリエーションについて、
レクリエーション演習

岐阜県立大垣桜高等学校
福祉科1年生
40人（男子5人、女子35人）

13時30分～15時00分 ねらい：レクリエーション技法を学び、コミュニケーションを図る学習の機会とする。

4 2015年9月14日 介護予防体操・レクリエーション 岐阜県立関有知高等学校 福祉科3年生

10時50分～12時40分 ねらい：実習中のレクリエーションの実施に役立てる。

5 2015年9月18日 介護予防体操・レクリエーション 岐阜県立関有知高等学校 福祉科3年生

8時50分～10時40分 ねらい：実習中のレクリエーションの実施に役立てる。

6 2015年12月13日 レクリエーションでLet’sコミュニケーション
岐阜・大垣地区インターアクト協議会
（担当校：岐阜県立岐阜城北高等学校）

高校1･2年生
100人

14時50分～15時45分 ねらい：インターアクト部の柱は①ボランティア精神②海外交流となっている。年齢、性別、国籍などを問わず交流していくためには、コミュニケーション力が重要であり、レク・ワークを通した効果的なコミュニケーションについて学ぶ。

7 2016年6月14日 レクリエーション講習会 岐阜県立岐阜各務野高等学校
福祉科ケアワーカーフィールド2年生
25人

13時20分～15時10分 ねらい：高齢者に向けたレクリエーションについて学び、介護実習中のレクリエーションの実施に役立てる。

8 2017年6月27日 レクリエーション講習会 岐阜県立岐阜各務野高等学校
福祉科ケアワーカーフィールド2年生
30人

10時55分～12時45分 ねらい：高齢者に向けたレクリエーションについて学び、介護実習中のレクリエーションの実施に役立てる。

9 2017年7月18日 高齢者に対するレクリエーション 岐阜県立大垣桜高等学校
福祉科1年
40人（男子6人、女子34人）

10時00分～12時00分 ねらい：７月末よりデイサービスセンターへ介護実習に行くためその事前学習となるよう演習も含めて学習する。

10 2017年9月6日 対象に合わせたレク・ワーク体験 岐阜県立大垣養老高等学校
高校3年生
52人

13時10分～14時50分 ねらい：自分たちで考え、制作した物などを持って１２月に特別養護老人ホームでの交流時にレクリエーション活動を行う。そのための基本的な知識・技術を学ぶ。
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指導進行上の留意点 

・生徒の学習の機会であるため、メモをとる時間を考慮する。 

・異性とペアになる際の配慮。 

・冗談を織り交ぜながら楽しい雰囲気を演出する。 

・ＣＳＳプロセス＊１を意識する 

・時間の管理（休憩時間の確保、定時に終わる）。 

  

（３）指導記録 

表２ 高等学校におけるレクリエーション指導内容 

 

 

 

表１－通番１ 表１－通番２ 表１－通番３ 表１－通番４ 表１－通番５
岐阜県高等学校家庭科クラブ連盟
（担当校：海津明誠高等学校）

岐阜県立関有知高等学校 岐阜県立大垣桜高等学校 岐阜県立関有知高等学校 岐阜県立関有知高等学校

11:10～　自己紹介 10:50～　レクリエーションとは 13:30～　レクリエーションとは 10:50～　レクリエーションとは 8:50～　あいさつ
11:15～　レクリエ－ションとは 11:00～　実技 13:40～　実技 11:00～　実技 8:53～　実技
11:20～　実技 一人で 準備運動 ①交差拍手 脳トレ
①交差拍手 ①指出し ①交差拍手 ②ハンカチ拍手 ①指計算（両手足し算、引き算、掛け算）
②ハンカチ拍手 ②ティッシュ相撲 ②ハンカチ拍手 ③グー・パー、グー・チョキ ②ボディタッチ４動作
③魂の握手 ③なっとう体操 ③鼻と耳 ④鼻と耳 ③４つの動作で自己紹介
④でんでん虫（♪かたつむり） ④ピョンピョン左右 ④指と腕のストレッチ ⑤後だしジャンケン ④奇数・偶数
⑤鼻と耳（♪どんぐりころころ） ⑤クロスオープン ⑥カラージャンケン ⑤全身時計
⑥グー・チョキ・くるりんパッ（♪うさぎとかめ） 二人組で ⑦誕生季節でペアつくり
⑦グー・パー ①背中合わせ立ち上がり 交流ゲーム ⑧魂の握手 協調・協力を促すゲーム
⑧後だしジャンケン ②反対ジャンケン ①魂の握手 ⑨体ジャンケン ⑥数集まり
⑨体ジャンケン ③ジャンケン肩たたき ②ジャンケン手たたき 　・顔ジャンケン ⑦リズム手合わせ
　・顔ジャンケン ④ジャンケンおまわり ③タイとタコ 　・腕ジャンケン ⑧数集まり
　・腕ジャンケン ⑤出張命令 ④キャッチプル 　・脚ジャンケン ⑨ビート５
　・脚ジャンケン ⑥足踏み競争 ⑤指キャッチ 　・全身ジャンケン ⑩ジャンケンチャンピオン
　・全身ジャンケン ⑥一丁目のどら猫 ⑩コールジャンケン ⑪肩たたき（♪もしかめ）
⑩ジャンケンおまわり 全員で ⑦コールジャンケン 　・通常 ⑫指キャッチ
⑪ジャンケン足踏み エスカレートジャンケン 　・通常 　・石、紙、はさみ ⑬人間椅子
⑫コールジャンケン 　・足し算 　・英語
　・通常 タオルを使った運動 ⑧体ジャンケン 　・算数 歌体操
　・石、紙、はさみ ①巻き上げる 　・口ジャンケン 　・お会計 ①でんでん虫
　・英語 ②棒状にしてキャッチ（横、縦、クロス） 　・腕ジャンケン ⑪計算ジャンケン ②春の小川
　・足し算 ③体側ロール 　・足＆脚ジャンケン ⑫ジャンケン手たたき ③富士山
　・お会計 ④お手玉 　・全身ジャンケン ⑬タイとタコ ④おもちゃのチャチャチャ
⑬リズム手合わせ（♪ぞうさん） ⑤拍手キャッチ ⑭キャッチプル ⑤しあわせなら手をたたこう
　・二人組 ⑥投げ上げて通過させる 新聞紙で遊ぼう ⑥あんたがたどこさ
　・四人組 ⑦ボクシング ①新聞紙でつくる 12:30～　まとめ
⑭ジャンケン手たたき 　・ツリー 12:40　終了 交流
⑮タイとタコ イスを使った運動 　・ハシゴ ①ホクロで大笑い
⑯キャッチプル ①つま先立ち 　・ペーパーさん ②ゴロゴロ・ドカン！
⑰一丁目のどら猫（♪一丁目のどら猫） ②つま先上げ ②解説：そのほかの新聞紙遊びについて ③震源地
⑱指キャッチ ③スクワット ④魚鳥木
　・二人組 ④足の後ろ上げ 14:55～　まとめ ⑤エスカレートジャンケン
　・四人組 ⑤脚の開閉 15:00　終了 ⑥ジャンケンリレー
　・八人組
12:05～　まとめ 円形で 命令系ゲーム
12:10　終了 肩たたき：あんたがたどこ「さ」で方向転換 ①笛ピッピ

魚鳥木 ②だるまさん（命令ゲーム）
③ジャンケンおまわり

12:45～まとめ ④ボールジャンケン
12:50　終了 ⑤出張命令

その他
①紙コップボール入れ
②新聞文字探し
③新聞紙でつくる
　・ツリー
　・ハシゴ
　・ペーパーさん
④マジック（ティッシュの消失）

10:30～　まとめ
10:40　終了

表１－通番６ 表１－通番７ 表１－通番８ 表１－通番９ 表１－通番１０
岐阜・大垣地区インターアクト協議会

（担当校：岐阜県立岐阜城北高等学校）
岐阜県立岐阜各務野高等学校 岐阜県立岐阜各務野高等学校 岐阜県立大垣桜高等学校 岐阜県立大垣養老高等学校

14:50～　自己紹介 13:20～　レクリエーションとは 10:55～　レクリエーションとは 10:00～　レクリエーションとは 13:10～　レクリエーションとは
14:53～　レクリエーションとは 13:30～　実技 11:05～　実技 10:10～　実技 13:20～　実技
15:00～　実技 導入 導入 ①クロスオープン ①クロスオープン
①せーのパン ①クロスオープン ①クロスオープン ②交差拍手 ②交差拍手
②グー・パー ②交差拍手 ②交差拍手 ③ハンカチ拍手 ③ハンカチ拍手
③後だしジャンケン ③ハンカチ拍手 ③ハンカチ拍手 ④鼻と耳 ④鼻と耳
④交差拍手 ④鼻と耳 ④鼻と耳 ⑤魂の握手 ⑤魂の握手
⑤ハンカチ拍手 ⑤魂の握手 ⑤魂の握手 ⑥グー・パー
⑥鼻と耳 ⑥笛ピッピ ⑥グー・パー ジャンケンゲーム
⑦ナンバーコール ⑦グー・パー ⑦グー・パー体操（♪もしかめ） ①顔ジャンケン ジャンケンゲーム
⑧幸せジャンケン ⑧グー・パー体操（♪もしかめ） ②腕ジャンケン ①後だしジャンケン
⑨魂の握手 ジャンケンゲーム ③出張命令 ②コールジャンケン
⑩キャッチプル ジャンケンゲーム ①後だしジャンケン ④コールジャンケン 　・通常　　・英語　　・足し算　　・お会計
⑪指キャッチ ①後だしジャンケン ②カラージャンケン 　・通常　　・英語　　・算数　　・お会計 ③出張命令
⑫リズム手合わせ ②カラージャンケン ③体ジャンケン
⑬だるまさん（命令ゲーム） ③体ジャンケン 　・顔ジャンケン　　・腕ジャンケン 交流 創作等
⑭出張命令 　・顔ジャンケン　　・腕ジャンケン 　・脚ジャンケン　　・全身ジャンケン ①キャッチプル ①マジック（テッシュの消失）
⑮コールジャンケン 　・脚ジャンケン　　・全身ジャンケン ④コールジャンケン ②指キャッチ ②新聞紙でつくる
⑯ボディタッチ４動作 ④コールジャンケン 　・通常　　・英語　　・算数　　・お会計 ③リズム手合わせ 　・ツリー
⑰ひざポン 　・通常　　・英語　　・算数　　・お会計 ⑤幸せジャンケン ④４つの動作で自己紹介 　・ハシゴ
　・四拍子 ⑤エスカレートジャンケン ⑥出張命令 　・ペーパーさん
　・インパルス ⑥ジャンケンリレー 創作
⑱肩たたき（♪もしかめ） ⑦ジャンケンおまわり 交流 ①テッシュのパラシュート 交流

⑧出張命令 ①４箇所ボディタッチ ②新聞紙でつくる ①キャッチプル
15:40～まとめ ②４つの動作で自己紹介 　・ツリー ②指キャッチ
15:45　終了 交流 　・ハシゴ ③４箇所ボディタッチ

①ジャンケン手たたき 創作等 　・ペーパーさん ④４つの動作で自己紹介
②タイとタコ ①マジック（テッシュの消失） ③ストロープロペラ
③キャッチプル ②テッシュのパラシュート ④アクロバットホース 14:40～　まとめ
④指キャッチ ③ストロープロペラ 14:50　終了
⑤一丁目のどら猫（♪一丁目のどら猫） 11:50～　まとめ
⑥指で計算 12:35～　まとめ 12:00　終了
⑦４箇所ボディタッチ 12:45　終了
⑧４つの動作で自己紹介
⑨リズム手合わせ
⑩ビート５
⑪ジャンケンチャンピオン
⑫肩たたき（♪もしかめ）
⑬人間椅子

歌体操
①でんでん虫
②春の小川
③富士山
④おもちゃのチャチャチャ
⑤しあわせなら手をたたこう
⑥あんたがたどこさ

集団ゲーム
①ホクロで大笑い
②ゴロゴロ・ドカン！
③震源地
④魚鳥木

その他
①紙コップボール入れ
②マジック（ティッシュの消失）
③新聞紙でつくる
　・ツリー
　・ハシゴ
　・ペーパーさん

15:05～まとめ
15:10　終了
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４ 指導成果と課題 

 レクリエーション指導をおこなう中で以下のような成果と課題が見えてきた。 

（１）実技の数と学習の深め方 

 事前に指導案を作成し当日を迎えるが、表２の「表１－５」の指導では、実技の数が多く、メモ

をとる時間を考慮すると実技一つ一つの体験回数が少なくなることや代表生徒による見本で終わっ

てしまった。これを踏まえ、以後、事前に指導案を作成し当日を迎えることは変えず、指導を進め

る中で生徒の反応（盛り上がり方や集中する姿勢など）から実技の順番を変えたり、数を減らす工

夫をおこなった。これにより生徒は飽きることなく、実技に取組むとともに、実技のポイントを熱

心にメモする姿勢がみられた。 

また表２の「表１－７」の指導では、実技一つ一つの体験回数は変えず、指導の進行スピードを

アップさせた。スピード感があることで、熱中具合が増し、生徒は知らず知らずのうちに盛り上が

っていった。しかし、「体験」としての側面が強くなり、覚えたり、身に付けるといった「学習」と

しての側面には課題が残った。 

 

（２）高等学校教員の存在 

 いずれの指導においても、所属する学科や部活動の教員が同席しており、実技の体験学習の際に

は生徒と一緒になって取り組み、盛り上げや人数調整（全体が奇数人の際に二人組を作る）に一役

買ってくれた。生徒は教員と「仲間」のような雰囲気で、和気藹々と実技に取り組む姿がみられた。 

また筆者は高等学校内で指導する際、あえて教員をモデル（見本）として前に出したり、教員が

実技に取り組む姿を生徒に伝えるなどしている。生徒と教員という立場を利用し、それを壊すこと

で「場の一体感」を作り出すことができた。 

教員や関係役員が一緒に実技に取り組むことで、生徒たちだけでは味わうことのできない「楽し

さ」を感じることができたと考えられる。 

 しかし、レクリエーションの取り組みに関心がない教員などが同席していた場合は、この限りでは

ないと推測される。いかに早くこういった教員たちを実技に取り込んでいけるかも、生徒がレクリエ

ーションの学びを深めるための鍵となろう。 

 

（３）男子生徒への働きかけ 

 特に高等学校の福祉科や福祉系列に在籍する生徒は女子の割合が高く、男子生徒の数は少ない。

数少ない男子生徒が実技に積極的に参加した場合は、筆者と生徒が向きあう形での体験学習時点（授

業１コマ目の早い段階）で、すでに筆者と生徒間である程度の意思疎通を図ることができる状態に

なり、場の盛り上がりを感じることが多かった。 

しかし、男子生徒が引っ込み思案や恥ずかしがり屋の場合は、雰囲気に慣れるまで実技への参加

姿勢が消極的であり、場の盛り上がりを作ることに授業１コマ目の終盤まで時間がかかることがあ

った。この点については指導に先立つ打合せにおいて、すでに高等学校の教員から配慮を頼まれる

ケースもあった。このことから男子生徒が実技に参加しやすい雰囲気を早い段階で作るにはどうし

たらよいかという「働きかけの方法（工夫）」を検討することが必要であると感じた。 

また２人組を作っての実技指導の際、同性のペアであってもタイプの違う２人組では盛り上がり

に欠ける姿が確認された。異性とのペアであっても日頃の人間関係づくりが上手くいっている場合

は、むしろ大いに盛り上がる姿がみられた。これは女子生徒でも同じようなケースが確認できた。 
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５ おわりに 

本稿では、福祉や保育に関わる生徒が在籍する高等学校や団体におけるレクリエーション指導を

紹介したが、それ以外の高等学校の生徒の学習においても、レクリエーションの効果的な活用が検

討されても良いのではないか。すでに「学級運営」や「授業の導入」に活用できるレクリエーショ

ンとして「学校レクリエーション」があるが、例えば「コミュニケーション手法」や「良好な人間

関係づくり」の専門的な学習の一つとして、レクリエーションを授業に導入することも検討できる

のではないだろうか。 

また「レクリエーション指導」に限らず、高等学校と大学との接続における生徒や学生一人一人

の能力を伸ばすための連携（高大連携）を考えるとき、大学の授業を高等学校の授業に組み込む場

合は、まず高等学校の教員に大学の授業内容に対して「これは面白い」「これは使える」という感覚

を持ってもらう機会を提供するが必要であると感じた。しかし、そういった機会をいかに提供して

いくかも課題に挙げられる。 

 今後は本稿の内容を研究テーマとして次年度に継続していくことで、高等学校の学習に活用でき

る効果的なレクリエーションのあり方について研究を深めていきたい。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

*1）レクリエーション支援者がレクリエーションを実践する際、参加者の前向きな動きを「Catch（キャッチ）」して、

その動きに注意を注ぎ「Spotlight（スポットライト）」を当てる。そしてその動きを参加者全体に「Spread（スプレ

ッド）」すること。これら一連のプロセスを循環させることで効果的な援助が展開できる。 
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